




























































キーワード：実習生の指導計画（Intern Student’s Teaching Plans）／















































































































































































































































　・理解されている　  28園（ 回答園の65.1％）
　・検討の余地がある　６園（ 回答園の14.0％）
　・その他　　　　　　４園（ 回答園の  9.3％）
　・回答なし　　　　　５園（ 回答園の11.6％）




























































































































































































































































115（ 昭和46年度 ）」及び「 南信研究ノート117
（ 昭和45・46年度 ）」（ 北陸学院ウィン館「 南文



































　上記の指導案では、「 時間 」と「 内容 」、そし
て「 導入 」「 展開 」「 発展 」として学生が自分の
担当する実習内容を記しており、どのように実習
を進めるか、保育の流れを書いたものであると考
えられる。また、実習内容の中に、『 集合 』『 自

























　当時与えられた実習内容は、『 集合 』や『 社会






園教育要領の「 健康 」「 社会 」「 自然 」「 言語 」「 音
楽リズム 」「 絵画製作 」の６つのうちの領域名を
用いたもので、「 社会 」と「 自然 」の領域の活動







































　指導計画の様式から見ると「 子どもの活動 」「 保



































　2001年では『 社会観察 』（ 左側上段 ）、2014

























前の実習生との比較で「 態度 」と「 技能 」につい
ての指摘や要望が多く寄せられ、養成校はその













































































































6) 文部省『 幼稚園教育百年史 』1979年、ひかりのくに、
661頁。
7) 文部省『 幼稚園教育指導書・領域編　自然 』1970年、
フレーベル館、4頁。
8) 1991(平成3)年指導計画では、北陸学院短期大学保育
科41回生より、実際に使用したものを添付した。
9) 2001(平成13)年指導計画では、北陸学院短期大学保育
学科51回生より、実際に使用したものを添付した。
10) 2008(平成20)年指導計画では、北陸学院短期大学保育
学科58回生より、実際に使用したものを添付した。
11) 2010(平成22)年指導計画では、北陸学院大学人間総合
学部幼児児童教育学科第1期生より、実際に使用した
ものを添付した。
12) 本学のある石川県私立幼稚園協会はイベントや研究が
活発で、優れた協働性を有している。未就園児と保護
者対象のイベント「 幼稚園ってどんなとこ？」では、
一人で担えることではなく、協働12)が求められる。
保育者は発信力と協働性を高めることが必須と
なっている。実習生の指導計画をめぐる実習協
議は、現場保育者にとっても、遊びを語り保育
を語る場となって、周りの人たちと育ち合う協
働性を保育者が身につける場となるはずである。
現場保育者の資質向上にも貢献する幼稚園教育
実習を構築したいと願うものである。
＜注＞
1) 詳細は、大井佳子・吉田若葉「４年制での保育者養成
における幼稚園教育実習指導試案（１）―幼稚園現場
との協働の模索―」北陸学院大学・北陸学院大学短期
大学部研究紀要　第５号　２０１２年で実践報告して
いる。本プログラムのプレ実習は、本実習の前の事前
学習、あるいは幼児とかかわる体験を多くもつといっ
た一般的な目的のものではない。プレ実習と実習を通
じて複数の幼稚園を体験することと、夏季預かり保育
という今日的な課題に取り組む幼稚園の姿に触れるこ
とで、幼稚園というものをより総合的に捉えられるよ
うになることがめざされている。
2) 2012年度幼稚園教育実習Ⅰプレ実習（1年次学生 ）で用
いた記録様式
　 時系列、環境図、エピソードの３つの記録を書き、環
境図については２つの場面について記録する。
3) 一般社団法人全国保育士養成協議会専門委員会『 平成
４年制での保育者養成における幼稚園教育実習指導試案（２）
− 25 −
数年前から県内の養成校の学生をスタッフとして巻き
込み、保育者と学生が協働して企画、準備、当日の実践、
振り返りまでを行う機会を提供している。
北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要 第７号（2014年度）
− 26 −
